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はじめに
近年の大きな危機と経済ショックの衝突は、EUの経済と社会のあらゆる部分に影響を及ぼしている。このシリーズの最新かつ最も厳しいものである、ロシアによる無慈悲でいわれのないウクライナ侵攻は、パンデミックと復興、あるいは気候や生物多様性の危機への対応がますます急務となっていることとは性格を異にしている。このような地政学的な状況は、欧州連合、ウクライナ、そして世界全体がより良い状況を築き上げることを期待していた時期に、欧州やその他の国々の人々や企業に新たな負担を強いているのである。 
しかし、これらの危機には多くの共通点があり、私たちは前提を疑い、経済モデルを再考し、エネルギーシステムの再設計に取り組まなければならない。私たちは再び、自らの依存性と、それが供給の安全性、家計への負担、日常業務や長期的な生存が危ぶまれるビジネスへのショックといった点でもたらす脆弱性に直面しているのである。
このことは、私たちが毎日使っている製品を構成する資源や素材をより良く利用し、製品そのものを改善することによって、いかにして市民の幸福度を高め、持続可能な成長を確保できるかを検討する必要性を示唆している。製品のエネルギー消費を少なくし、より効率的に、より長く使用することで、また、一次原材料の代わりにリサイクル材料に頼ることで、そして、フロントランナーの循環型経済モデルを普及させることで、経済成長と天然資源の使用や環境劣化を切り離すことがでく。EUレベルで調和のとれたアプローチを推進することにより、競争力を高め、新たなビジネスチャンスと雇用を創出し、欧州グリーンディール（[footnoteRef:2] ）の持続可能な成長アジェンダに沿って単一市場のグリーン化を促進し、消費者のコスト削減を可能にし、統合されたグローバルなバリューチェーンにおける破壊に対してEU経済をより強固なものにすることができる。さらに、2050年までの気候中立性の達成、生物多様性の損失の阻止、ゼロ公害の野心の達成に決定的な貢献をすることになる。  [2: COM(2019) 640 ファイナル] 

近年、進歩が見られるとはいえ、EUではいくつかの点で惑星の境界を越えているため、消費による環境への影響は、人類にとって安全な活動空間の外へと押しやられている[footnoteRef:3] 。世界的に見ると、温室効果ガス排出量の半分と生物多様性損失の90%は、一次原材料の抽出と加工によって引き起こされている[footnoteRef:4] 。一方で、依然として優勢な経済の直線モデルである取る→作る→捨てるは、資源の著しい浪費をもたらす。EUが、資源効率が高く、気候ニュートラルで汚染のない循環型経済への移行を成功させ、エネルギーと資源への依存を減らすためには、製品の設計、製造、使用方法に対する新しいアプローチが緊急に必要である。EUはこのアプローチを国際的にも推進し、グローバルなバリューチェーンの持続可能性と弾力性を強化する。   [3: Sala, Sら（2020）。欧州の生産と消費の環境持続可能性を惑星境界に対して評価した。環境管理学会誌，269，110686]  [4: 国連国際資源パネル Global Outlook 2019 - Natural Resources for the Future we Want. https://www.resourcepanel.org/reports/global-resources-outlook ] 

このコミュニケーションで提示された、持続可能な製品に関する相互に関連した今日のパッケージは、すでに行われていることを基礎として、この新しいアプローチを現実に大きく近づけることを目的としている。EUはすでに、エネルギー関連製品、包装材、化学物質など、特定の製品や分野に対して最低限の環境要件を設定している。これらの要求事項は、エネルギー消費を含むEUの環境と気候のフットプリントを大幅に削減するのに役立っている。例えば、エコデザインやエネルギー表示に関する現行のEU規則の累積的効果は、対象製品による年間エネルギー消費を10％削減することを意味し、これはポーランド[footnoteRef:5] のエネルギー消費に匹敵し、ロシアを含む化石燃料への依存を減らすことができる。しかし、既存の規則は、EUで販売される商品の限られた割合しかカバーしておらず、循環型社会を体系的に促進するものではなく、製品がライフサイクルを通じて気候や環境に影響を与える方法の多くに取り組んでいるわけではない。また、エネルギー関連製品のエネルギー使用量を削減するための大きな可能性も残されている。 [5:  エコデザイン規則が導入されない「通常通りのシナリオ」との比較。エコデザイン影響額算定概要報告書2020] 

このため、「持続可能な製品のためのエコデザインに関する規則」（[footnoteRef:6] ）の提案 が本日のパッケージの中心となっているのである。製品設計はライフサイクルにおける環境影響の最大 80％を決定するため（[footnoteRef:7] ）、本提案は、可能な限り広範な製品を対象とするようエコデザインの枠組みを拡張するものである。また、エネルギー効率だけでなく、循環型社会への対応や、製品の環境・気候面での足跡を全体的に削減するための最低基準の設定も想定している。新しい枠組みが施行されるまでは、現行のエコデザイン指令が引き続きエネルギー効率と循環型社会の改善を推進する。そのため、欧州委員会は、新たな提案とともに、新たなエネルギー関連製品を対象とし、すでに規制されている製品の野心を更新・拡大するための「エコデザイン・エネルギーラベル作業計画2022-2024」を採択している。  [6: COM(2022) 142]  [7: https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/4d42d597-4f92-4498-8e1d-857cc157e6db ] 

これを支援するために、環境と気候に大きな影響を与えるこれら2つの優先製品群に対処するための、分野別の取り組み、すなわち、持続可能で循環型の繊維製品に関するEU戦略（[footnoteRef:8] ）と建設製品規制の改訂（[footnoteRef:9] ）がパッケージの一部として提示されている。また、消費者が積極的な移行推進者であり続けるために、欧州委員会は、「グリーンな移行における消費者の地位向上」に関する立法提案（[footnoteRef:10] ）を提出する。この提案は、EUの水平消費者法の必要な「グリーン化」を確保するために的を絞った改正を導入するものである。  [8: COM(2022) 141]  [9: COM(2022) 144]  [10: COM(2022) 143] 

EUの製品に共通のアプローチをもたらすことで、我々の提案は、単一市場で活動する企業にとって公平な競争の場を作り、EUを持続可能な製品の分野におけるスタンダードセッターとすることに貢献する。より持続可能な製品への移行が、移行に伴うコストと課題を軽減する形で展開されることを確実にするために、製品群の選定と製品別規則の設定は、包括的な共同創造プロセスによる長期的な計画と、消費者の購入可能性、競争力への影響、行政負担に関するものを含む厳格な影響評価の対象とされることになる。 
いくつかの加盟国はすでに、製品に環境持続可能性の要求事項を独自に設定し始めている[footnoteRef:11] 、市民はますます、より遠くへ、より速く行くことを求めている。これは、各国のルールの相違によって単一市場を分断し、ビジネスを行うためのコストを複雑化させ、増大させる危険性がある。EUの規則の調和は、このような市場の歪みを回避し、環境的に持続可能な製品の市場を大幅に拡大し、最終的にはEU全域で事業を行う企業のコンプライアンスコストと管理負担を軽減することになる。  [11: SWD(2022) 82の 付属書7をご参照ください。] 

また、一次天然資源の不足が深刻化し、原材料の供給が困難になり、価格変動が激しくなっていることから、企業には他にも多くのコスト削減の機会がある。ビジネスモデル、生産プロセス、製品の再設計、製品の長寿命化や使用の最適化、そして機能的な二次原材料市場への参加により、企業は材料、エネルギー、廃棄物管理にかかるコストを大幅に削減し、レジリエンスを向上させることができるのである。社会経済組織は、電子機器や繊維製品のリサイクル、再利用可能な消費財、修理や再製造活動など、循環型経済活動の形成と拡大に先駆的な役割を担ってきた。[footnoteRef:12]新しいデジタルソリューションも、エネルギー効率、循環型社会、そしてより広範な環境の持続可能性のためにビジネスモデルを再構築する大きなチャンスを開くものである。  [12: OECD政策概要「循環型経済に対する社会的経済の貢献を最大限に活用する（2022年）」 https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/be4e83a2-735a-11ec-9136-01aa75ed71a1/language-en ] 

いくつかの産業エコシステムのフロントランナー企業は、すでにこの移行を受け入れている。 
製品環境の持続可能性に関する明確で調和のとれた規制の枠組みは、このアプローチが主流となるための条件を提供し、EU市場で売買を行う企業が、循環型ビジネスモデルと明日の製品に向けた革新と投資を行うことを後押しする。
これらにより、EUの消費者が利用できる環境的に持続可能な製品の範囲が大幅に拡大され、これらが主流の選択肢となる。現在、このような製品の市場シェアはまだ限られており、消費者が入手しやすい価格であることも影響している。しかし、EUの経験は、エコデザインの規模を拡大すれば、顕著なコスト削減をもたらすことをすでに示している。2021年だけでも、エネルギー関連製品に対する既存のエコデザイン要件によって、消費者は、取得費用で計算しても1200億ユーロを節約した[footnoteRef:13] 。消費者が、寿命が短く修理できない製品に直面したり、循環型ビジネスモデルへのアクセスが不十分であるという問題を改善すれば、さらに多くの節約を引き出すことができるだろう。これを正しい消費者情報と組み合わせ、グリーンウォッシュに対する保護を確保すれば、EUはグリーン移行に向けて消費者の力を実質的に高め、持続可能な製品を標準とし、世界の他の地域が後に続くように刺激することができるだろう。  [13:  エコデザイン・エネルギーラベル作業計画 2022-2024] 
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サーキュラー・エコノミー・パッケージの取り組み概要

私たちの志：サステナブルな製品を当たり前にする
より持続可能な、循環型、エネルギー性能の高い製品を設計する。
提案されている「持続可能な製品のためのエコデザイン規則（ESPR）」は、より環境的に持続可能で循環型の製品に向けた欧州委員会の取り組みの基礎となるものである。この規則は、特定の製品カテゴリーについて、その循環性、エネルギー性能、その他の環境持続可能性の側面を大幅に改善するためのエコデザイン要件を設定するための枠組みを確立するものである。これは、エネルギー関連製品に関するエコデザイン指令の実証された有効性を基礎とし、EU市場に投入されるほぼすべてのカテゴリーの物理的商品に対して、最低限のエコデザインおよび情報要件を設定することを可能にするものである[footnoteRef:14] 。十分な共通特性を持つ製品群については、水平ルールを設定することができる。 [14:  ただし、一般食品法（Regulation EC No 178/2002）で定義される食品・飼料など、一部の顕著な例外を除く。] 

これらのエコデザイン要件は、関係する製品群の特定の特性に合わせて調整される。その特定と開発には、資源とエネルギー効率の向上、製品寿命の延長、材料に埋め込まれた価値の最大化、汚染の低減、製品が気候や環境に与える全体的な影響の低減における改善の可能性と相対的な有効性が考慮される。エコデザインの要件は、規制の対象となる製品カテゴリーに応じて、以下の内容を含む。
· 製品の耐久性、信頼性、再利用性、アップグレード性、修理性、保守・改修の容易性。
· 製品・素材の循環型社会を阻害する物質の含有を制限している。
· 製品のエネルギー使用量またはエネルギー効率 
· 製品の資源使用量または資源効率
· 製品に含まれる最小限のリサイクル材 
· 製品および材料の分解、再製造、リサイクルの容易さ。
· カーボンフットプリントなど、製品のライフサイクルにおける環境負荷。 
· 包装廃棄物を含む廃棄物の防止と削減。 

企業や消費者が、より多くの情報を得た上で選択することを支援する。 
ESPR（Ecodesign for Sustainable Products Regulation）は、製品の作り方に関する要求事項を定めるだけでなく、製品の環境持続性に関する情報を提供するための要求事項を定める枠組みである。当該製品によっては、エネルギー使用量、再生資源含有量、環境負荷物質の有無、耐久性、修理可能性（修理可能性スコアを含む）、スペアパーツの有無、リサイクル性などの情報が含まれる。 
デジタル製品パスポートは、ESPR の下で規制されるすべての製品の標準となり、製品のタグ付け、識別、循環性と持続可能性に関連するデータへのリンクが可能になる。環境持続可能性データに対するこのアプローチの先駆者は、ESPRの下で規制される製品や要件にとどまらず、より広範な自主的データ共有への道を開くことができる。さらに、製品パスポートは、他のEU法に従い、関連する製品群に適用される他の持続可能性の側面に関する情報にも使用することができる。
製品の環境持続性に関する情報を構造化し、デジタル製品パスポートによって伝達することにより、メーカー、輸入業者、流通業者から販売業者、修理業者、再生業者、リサイクル業者に至るまで、バリューチェーンに沿った企業が、環境パフォーマンスの向上、製品寿命の延長、効率の向上、副原料の使用などに取り組む上で有益な情報にアクセスできるようになり、一次天然資源の必要性を抑え、コスト削減と戦略的依存度の低減を実現することがでく。また、材料や製品のライフサイクルを通じて懸念物質の存在を追跡することができ、「持続可能性のための化学物質戦略」（[footnoteRef:15] ）での公約を実行し、EUのゼロ汚染達成の目標に貢献することができる。また、デジタル製品パスポートは、消費者がより多くの情報を得た上で選択することを可能にし、公益団体の透明性を高め、国家当局の執行・監視業務に貢献することがでく。  [15:  COM(2020) 667 ファイナル] 

ESPRは、EUが製品の修理可能性などに関するラベリング要件を設定することも可能にする。新しいEUエネルギーラベルには、補足情報によって、修理スコアなどの循環性の側面が組み込まれる予定である。その他の製品については、新しいESPRラベルがそのような情報を提供することになる。消費者にとってより効果的であり、産業界にとっても負担が少ないという証拠がある場合には、EUエネルギーラベルとESPRラベルの両方を表示する製品もあるであろう。EUエネルギーラベル（[footnoteRef:16] ）で実証されているように、購入時に重要な情報を提供することを義務付けることは、製品の環境性能の関連する側面について情報を提供する効果的な方法であり、特に特定のカテゴリー内の製品を容易に比較できるようにする場合に有効である。    [16: 規則(EU) 2017/1369] 

ESPRに基づく製品別規則の策定と並行して、また、その相乗効果として、欧州委員会はEUエコラベルに基づく製品別基準の見直しや新たな設定に取り組む予定である。このラベルは、EU全域で30年にわたり、高い環境性能を持つ製品を認識・認証してきた、よく知られ、信頼されているラベルである。
売れ残った消費財の破棄に歯止めをかける
ESPR案には、売れ残った消費財の廃棄を防止・阻止するための措置が盛り込まれている。第一段階として、売れ残り製品を廃棄する大企業は、廃棄物の階層に沿った形で、年間廃棄製品量の開示、廃棄量の理由の提示、再利用、再製造、リサイクル、エネルギー回収、廃棄作業に出した廃棄製品量に関する情報の提供が義務づけられる予定である。また、規制対象となる製品カテゴリーによっては、売れ残り製品の廃棄を全面的に禁止する可能性も規定される予定である。  
より持続可能な製品の普及と調達 
製品のエコデザインに関する性能と情報の要件は、企業や消費者がより環境的に持続可能な製品を選択することを可能にするが、加盟国のインセンティブと公共調達が果たすべき役割はより大きなものがある。欧州委員会は、すでにいくつかのグリーンな公共調達基準を策定しているが、その使用は現在任意であるため、その影響はまだ限定的である。したがって、ESPRは、既存の自主的な基準を参考にしながら、これらの製品の公共調達に強制的な基準を設定することにより、公共支出の重みを利用して、より環境的に持続可能な製品に対する需要を押し上げることを目的としている。つまり、契約当事者は、特定の製品群の購入にグリーン調達基準を使用することが義務づけられる。さらに、加盟国が提供するインセンティブは、そのインセンティブが関係する製品の環境持続性要件を通じて活用することができる。 
サステナブル製品への分野横断的なアプローチ
ESPRは、既存および将来のセクターの法律や政策と首尾一貫して整合するように設計されている。その枠組みができあがると、製品要件は複数年ごとの作業計画に従って展開されることになる。これにより、欧州委員会は、どこで規制措置が最も必要であるかを慎重に判断することができるようになる。 
環境持続可能性に関する要件がすでにEUの法律で満足できるレベルに設定されている場合、ESPRは適用されない。逆に、これらの要件が不足していても、循環性、エネルギー効率、資源効率の可能性、および気候や環境への影響全般を軽減する可能性が高く、行動を起こす必要がある場合は、ESPRが適用されることになる。ESPRの下での措置は、比例性、国際的側面と第三国への影響への十分な配慮、および他のEU法規との整合性を確保するために、専用の影響評価を伴うことになる。 
3つの異なる状況は、提案されているESPRが、グリーン移行を加速させるために、セクターの法律や政策イニシアティブとどのように連携するように設計されているかを説明することがでく。  
EUの新しい製品別規則の作成：繊維製品の例
環境の持続可能性に関する強制的な要件を定めた特定のEU法が存在しない製品については、ESPRがEUの規則を定める法的枠組みとなる予定である。これは、繊維製品および靴の場合である。これらの製品は現在、例えば化学物質に関する[footnoteRef:17] やラベリング[footnoteRef:18] など、特定の製品要件の対象となっているが、耐久性、修理性、リサイクル性、リサイクル含有量など、循環性を規定する特定の要件は存在しない。  [17: 2006年12月18日の化学物質の登録、評価、認可および制限に関する規則（REACH）1907/2006および2011年6月8日の電気・電子機器における有害物質の制限に関する指令（RoHS）2011/65/EUによる。]  [18: 規則(EU) No 1007/2011 ] 

ESPRの採択・発効後、影響評価を経て、繊維製品のエコデザイン性能要件、情報要件、デジタル製品パ スポートを定めた二次法を通じて、この規制上のギャップが埋められる予定である。繊維製品の表示に関する的を射た変更も、繊維製品表示規則（Textiles Labelling Regulation）[footnoteRef:19] の下で検討される予定である。繊維製品以外の優先製品は、同じ論理に従って、最初のESPR作業計画で特定される（セクション4参照）。 [19: 規則(EU) No 1007/2011] 

さらに、欧州委員会がこのパッケージの一環として採択している持続可能で循環型の繊維に関するEU戦略は、ESPRを超える包括的な行動を提示している。その目的は、この分野を変革し、消費者の値ごろ感とビジネス競争力を確保する必要性を十分に考慮した上で、繊維のデザインだけでなく、循環型のビジネスモデルを後押しし、繊維廃棄物を減らすことにある。また、繊維産業エコシステムの移行経路の共創プロセスの開始を意味する。
既存の製品別EU規則の補完：建設製品、電池、包装、化学品の例 
ESPRの適用範囲の広さを考慮すると、ESPRの対象となる一部の製品は、個別の製品別法制の対象となる。これらの製品については、一般原則として、製品の環境持続可能性の側面が他の制度で完全かつ適切に対処できない場合にのみ、ESPRが介入することになる。これにより、特定の製品に関するEUの規則がより首尾一貫したものになり、企業がEUのさまざまな法律で定められた要件を満たすための管理負担を回避することができる。しかし、必要な協議と影響評価を経て、特定の状況下では、ESPRの下でも対象を絞った行動を取ることが正当化される場合がある。これは、製品が他の製品の一部（例：電池）である場合や、製品と密接に関連する場合（例：包装）、あるいは製品グループに対する環境持続性要件が規定されている場合に意味を持つ場合がある。
建設製品はESPRの対象であるが、環境性能と安全衛生を含む構造性能の密接な関係を管理する必要性を考慮すると、この持続可能な製品パッケージの一部として採択された改正建設製品規則の下で環境持続可能性の要件を定めることは正当化される。しかし、エネルギー関連の建設製品の場合、既存のエコデザイン指令で既に規制されているため、持続可能性の側面は主にESPRで扱われることになる。それでも、必要に応じて、改正建設製品規則が補完的に介入する可能性はある。提案されている2つの規則には、規則の策定と実施に伴い、緊密な法的整合性を維持するための規定が含まれている。
電池に関する持続可能性要件は、主に電池規制案（[footnoteRef:20] ）で取り扱われる予定である。例えば、他の製品における電池の特定の用途のために、追加の特定の持続可能性要件を設定する必要が生じた場合、ESPRは補完的な側面をカバーすることができる。  [20: COM(2020) 798 ファイナル ] 

包装については、EU 市場で許容される包装の必須要件が包装・包装廃棄物指令[footnoteRef:21] （PPWD）に定められており、現在改定中である。しかし、包装は製品カテゴリーによって大きく異なるため、製品別のESPR規則を策定する際には、包装を重要な側面の1つとする必要がある。これは、PPWD で規定された基本的な要求事項を、より的を絞った規則で補完するものでなければならない。  [21:  94/62/EC指令] 

化学物質に関しては、ESPRの権限が明確に定義されている。ESPRは、製品のライフサイクルに沿った環境性能の向上に関連する理由で、製品に含まれる化学物質の存在を制限するための行動を取ることができるようになる。これは、化学物質の安全性確保を主眼とするREACH（[footnoteRef:22] ）や、電気・電子機器のみを対象とするRoHS（[footnoteRef:23] ）など、化学物質を管理する既存の法律を補完することが可能である。  [22:  Regulation 1907/2006とDirective 2011/65/EU。 ]  [23:  指令2011/65/EU] 

現行のエコデザイン指令に基づくEUの新ルール：家電製品の例  
電子機器は、私たちが最も力を入れている廃棄物の流れである。ユーザーは、自分の機器がすぐに壊れ、時代遅れになり、更新や修理ができないことに不満を感じている。さらに、EUでは、新しい製品の製造に再利用できる部品や材料（重要なものを含む）[footnoteRef:24] のわずかな量しか回収していない。このような背景から、欧州委員会は、スマートフォン、タブレット端末、ノートパソコンに対する新たなエコデザイン措置に取り組んでおり、現行のエコデザイン指令の下で作業計画に沿って採択される予定である。エネルギー効率に加え、すでに新しいESPRが既存の枠組みに取って代わる前に、この措置は、耐久性、修理可能性、リサイクル性など、循環型社会のためのエコデザインの他の重要な側面もカバーすることになる。同じ文脈で、外部電源のエコデザイン規則が、主に相互運用性と循環型経済の要件の観点から、無線機器指令[footnoteRef:25] の改定として採択された最近の共通充電器イニシアチブを補完する形で改定されている。  [24: 重要原材料（CRM）とは、EU経済にとって重要度が高く、その供給に関連するリスクが高い原材料のことです。https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/d1be1b43-e18f-11e8-b690-01aa75ed71a1 もご参照ください。 ]  [25: COM(2021) 547 ファイナル] 

欧州委員会は、エコデザイン要求事項の策定に加えて、電気・電子機器における有害物質の使用を制限するEU規則、すなわちRoHS指令[footnoteRef:26] の見直しを開始し、その目的を最も効果的かつ効率的な方法で達成することを目的としている[footnoteRef:27] 。また、欧州委員会は、家庭で保管されている古い携帯電話、タブレット端末、充電器などの小型電子機器の引き取りと返却を奨励するための選択肢も検討している。その目的は、これらの製品の寿命を延ばし、回収を改善することであり、それによって、循環型ビジネスモデルも促進される。   [26:  指令2011/65/EU]  [27:  欧州グリーンディール：欧州委員会、電気・電子機器に含まれる有害物質に関する規則の見直しについて意見募集 https://ec.europa.eu/environment/news/european-green-deal-commission-seeks-views-reviewing-rules-hazardous-substances-electrical-and-2022-03-10_en ] 

エコデザインの手法：計画、協議、共創 
EU のエコデザインおよびエネルギー・ラベリング政策は、すでにエネルギー効率を高める上で非常に有効である。これらの政策は、消費者に節約をもたらし、化石エネルギーの輸入への依存度を下げ、排出量の削減を実現する。過去 10 年間に、約 30 のエネルギー関連製品グループに対して規則が設定された（[footnoteRef:28] ）。多年間作業計画の採用による注意深い目標設定は、エコデザイン指令のもとで明確な優先順位、有効性、効率性を確保する上で中心的な役割を担ってきた。これは、優先製品を特定するための健全で強固なアプローチに基づき、ESPRの下でも継続される。  [28:  2020年には、エコデザインおよび/またはエネルギーラベルの措置の対象となる約30億個の製品がEUで販売されると推定されています。これには、約15億個の光源、8億8千万個の電子機器、3億5千万個のタイヤ、2億4千万個のその他の製品が含まれる。] 

ESPRの枠組みへの円滑な移行を確保するため、2022年から2024年までの新しいエコデザインおよびエネルギーラベルの作業計画が本パッケージの一部として採択された。この計画は、ESPRの新しい枠組みが発効するまでの間、現行のエコデザイン指令に基づく作業を速やかに継続し、エネルギー関連製品のエネルギー使用量および材料消費量のさらなる削減を実現することを保証するものである。低温放射体など、追加で特定された製品は、消費者支出の削減に相当する数十億ユーロの省エネの可能性を提供する。重要なのは、この新しい作業計画によって、現行の法的枠組みのもとで実現可能な範囲で、循環型社会への取り組みが強化されることである。 
これと並行して、欧州委員会は、新製品と新しいパラメータを対象とするESPRの提案に基づく作業を開始する予定である。新しい枠組みができ次第、遅滞なく製品別の措置を提案することを目指している。正しい優先順位が透明で包括的な方法で設定されるよう、欧州委員会は2022年末までに、持続可能な製品のためのエコデザイン規則の最初の作業計画の下で選択される製品カテゴリーに関する公開協議を開始する予定である。欧州委員会が行った予備評価では、繊維、家具、マットレス、タイヤ、洗剤、塗料、潤滑油、鉄鋼、アルミニウムなどの製品カテゴリーが、環境への影響が大きく、改善の可能性があるため、最初の作業計画の候補として適していることが確認されている。 
エコデザイン指令のこれまでの成功は、すべての主要な関係者が、包括的でオープンかつ透明性のある方法で貢献したことに負うところが大きい。ESPRは、作業計画の策定や製品の優先順位付けから、すべての新製品要件の評価と開発に至るまで、この共同創造的なアプローチを基盤としている。エコデザインフォーラムは、エコデザイン指令（[footnoteRef:29] ）の下での既存の協議フォーラムを基礎として、プロセスのすべての重要な段階において、利害関係者グループ間で的を絞った意見交換を行い、産業界、国家レベルおよび実施当局をテーブルにつけるためのプラットフォームであり続けるだろう。協議プロセスと徹底的な影響評価は、製品要件の開発と採用の前に行われ、その土台となる。 [29: https://ec.europa.eu/transparency/expert-groups-register/screen/expert-groups/consult?do=groupDetail.groupDetail&groupID=3609 ] 

新しいESPRの規則は、ESPRに規定されている主要な側面に関する要求事項を通じて、製品の環境および気候への影響に効果的に対処できるよう、健全な方法論的アプローチに裏打ちされている必要がある。将来の枠組みにおける製品の潜在的な範囲を考慮すると、対象となる製品または製品群、および環境または循環の側面に応じて、最も適した手法を選択し適応させることが不可欠となる。このアプローチは、現行のエコデザイン指令の下で得られた経験（引き続き改善される）と、適切な場合には製品環境フットプリント法を基礎とするものである。優先事項として、欧州委員会は、Horizon European Programmeが資金提供しているプロジェクトの研究成果も考慮に入れながら、耐久性、修理可能性、リサイクル材料に関する方法論など、ESPRの下でもたらされる追加の循環性側面を支える新しい方法論を開発する。 
循環型ビジネスモデル 
持続可能な製品を標準にすることに加え、私たちは、循環型ビジネスモデルへの投資とインセンティブを高めていく必要がある。例えば、プロダクト・アズ・ア・サービス・モデル、ピアツーピア・シェアリング、リバース・ロジスティクス、オンデマンド製造、再利用・修理サービスなどである。これは、エネルギーや資源に対する全体的な需要を減らし、成長と一次資源の使用を切り離すために必要なことである。 
循環型ビジネスモデルは、資源の使用を最適化し、制限することを支援しながら、価値を創造し、獲得するように設計されている。これは、製品固有の規制要件だけでなく、生産者が製品をよりよく設計し、製品の寿命を延ばし、使用中および使用後の価値を維持するインセンティブを与える、循環型ビジネスモデルのための適切な市場シグナルも意味する。例えば、製品をサービスとして販売することで、（よく知られている例として、電球ではなくライトを販売することが挙げられる[footnoteRef:30] ）経済論理が転換し、利益はもはや製品の販売量に左右されなくなる。その代わり、サービスとして提供される製品の耐久性や修理性を確保することが利益につながる。所有権はビジネスに残り、新しい製品を購入する必要性はビジネスコストとなるからだ。  [30: https://ellenmacarthurfoundation.org/circular-examples/why-buy-light-bulbs-when-you-can-buy-light-signify] 

今日、循環型ビジネスモデルが軌道に乗り、規模を拡大することは、まだ困難である。循環型活動の発展は、製品の物理的な設計特性や関連データへのアクセスに大きく依存するため、ESPRの製品要件はこのようなモデルの導入を刺激することになる。また、デジタル製品パスポートとデジタル技術を活用したイノベーションのスマートな利用は、循環型ビジネスモデルへの移行に不可欠なイネーブラーである。しかし、より良い製品設計と情報だけでは、ビジネスアプローチを完全に転換させるには十分ではない。ボトルネックの特定、循環型ビジネスモデルの普及を促進する効果的な手段の特定、収益性の確保、消費者にとっての魅力の向上、ベストプラクティスの交換、新規および既存の企業が循環型ビジネスモデルへ移行するための個別アドバイスの提供が明らかに求められている。 
このため、欧州委員会は、さまざまな利害関係者を新しい欧州循環ビジネスハブに集めたいと考えている。このハブは、循環型ビジネスモデルの導入を支援し、意識向上、協力、研修、ベストプラクティスの交換を含む情報やサービスを提供する。このハブは、既存のEUの活動、特に欧州循環経済ステークホルダー・プラットフォーム（European Circular Economy Stakeholder Platform）[footnoteRef:31] 、エンタープライズ・ヨーロッパ・ネットワーク・サステナビリティ・アドバイザー（Enterprise Europe Network Sustainability Advisors）[footnoteRef:32] 、欧州グリーン技術クラスターのネットワーク[footnoteRef:33] の専門知識とサービス提供に基づいて構築されることになろう。 [31: https://circulareconomy.europa.eu/platform/ ]  [32: https://een.ec.europa.eu/ ]  [33: https://resourceefficient.eu/en ] 

さらに、欧州委員会は、企業、加盟国、地域の行動を支援するために、循環型ビジネスモデルの促進に関するガイダンスを作成する。これには、循環型の価値と雇用を創出することを目的とした、投資と資金の方向付け、地域の資源ストックとフローの最適化に関する指針が含まれる予定である。また、欧州委員会は、社会的企業と主流企業を含む他の関係者との間の循環型経済への取り込みとパートナーシップを支援する方法に関する指針（[footnoteRef:34] ）を発行する予定である。  [34: ソーシャルエコノミー行動計画 COM(2021) 778で発表されたように] 

さらに、欧州技能アジェンダ（European Skills Agenda）[footnoteRef:35] を通して、欧州委員会は、循環型経済の発展に不可欠な技能への投資を支援している。欧州委員会は、「技能協定」（Pact for Skills）[footnoteRef:36] の下、産業界の代表者、社会的パートナー、職業教育・訓練提供者を集めた大規模なパートナーシップを立ち上げている[footnoteRef:37] 。  [35: COM(2020) 274 final]  [36: 技能のための協定 - 雇用・社会問題・包摂 - 欧州委員会 (europa.eu)]  [37: 建設、マイクロエレクトロニクス、繊維、衣料、皮革、履物などの産業エコシステムでは、すでに技能に関する協定が結ばれています。] 


消費者への権限付与と保護
ほとんどの消費者は、グリーン移行において積極的な役割を果たすことを望んでいる[footnoteRef:38] 。ESPR は、グリーンな移行において消費者を支援するものである。ESPRは、製品が環境性能に関する最低要件を満たすことを保証し、より良い情報、表示、スペアパーツやアップグレード、修理へのアクセス向上を提供する。また、手頃な価格、消費者の利便性向上、消費者によるより高品質な製品へのアクセスを考慮に入れている。  [38:  欧州人の94％が環境保護は個人的に重要であると回答し、68％が自身の消費習慣が環境に悪影響を与えていると見なしている。ヨーロッパ人の環境に対する意識 - 2020年3月 - ユーロバロメーター調査 (europa.eu)] 

しかし、販売時点におけるより良い情報を確保し、生産者が自らの意思で製品の環境面での利点を主張することに対する消費者の信頼を構築することも必要である。グリーン移行に向けた消費者のエンパワーメントに関する提案[footnoteRef:39] は、消費者が十分な情報を得た上で購入の意思決定を行えるようにするものである。  [39: COM(2022) 143] 

本提案は、EUの水平消費者法（[footnoteRef:40] ）に的を絞った改正を導入し、消費者が販売時に製品の耐久性に関する商業的保証と、修理に関する情報（利用できる場合は修理可能性スコアを含む）を提供されるようにするものである。また、取引業者が誤解を招くと考えられる特定の種類の環境主張を行うことを禁止する。これには、十分に正当化されず、規則に沿って検証されていない曖昧な環境主張（例えば、「グリーン」、「エコフレンドリー」、「環境に良い」）が含まれる。さらに、この提案では、計画的陳腐化の慣行など、早期陳腐化に関連するいくつかの慣行を禁止する予定である。  [40: 不公正な商行為に関する指令2005/29/EC、消費者の権利に関する指令2011/83/EU] 

さらに、欧州委員会は、信頼性、比較可能性、検証可能性を高めるため、製品および組織の環境フットプリント法（[footnoteRef:41] ）に依拠したグリーンクレームに関するより具体的な規則の提案に取り組んでいる。また、消費財の修理を促すための取り組み（「修理する権利」）を2022年秋の採択に向けて開発中である。このイニシアチブはESPRを補完するものであり、消費者に購入した製品を修理してもらう権利を与えることで、購入した製品をより長く使用する可能性を与え、その実質的な効果に寄与するものである。  [41: 製品および組織のライフサイクル環境パフォーマンスを測定し伝達するための環境フットプリント手法の使用に関する2021年12月15日付欧州委員会勧告（EU）2021/2279, OJ L471/1] 


グローバルレベルで持続可能な循環型製品およびビジネスモデルのアジェンダをリードする
EUは、世界的にサステナビリティを提唱してきた実績がある。  生産者はすでに、製品をEU市場に出す際に、有害物質、エコデザイン、エネルギー表示に関するEUの規則を満たしている。持続可能な製品に関する取り組みパッケージの提案は、「持続可能な開発のための国連2030アジェンダ」の実施を加速させることに貢献する。環境に配慮した持続可能な製品の市場を拡大することにより、EUはグローバルなバリューチェーンの持続可能性を強化し、パートナー国の前向きな変化に貢献しようとしており、それは国連の持続可能な開発目標のいくつかの達成に役立つだろう。  
しかし、EUの行動だけでは十分ではなく、世界が必要としているより環境的な持続可能性と循環型社会への移行を単独で実現することはできない。国際協力を強化し、我々の野心を世界に広めることによって、パートナーと共に行動する必要がある。EUは、持続可能性の移行を支援し、特に低・中所得国との間で新しい規則の遵守を促進するために、世界、地域、二国間レベルで、EU以外の国々との関与を強化する。二国間では、EUは非EU諸国と協力して、能力開発、対話の強化、技術協力、ビジネス支援ネットワークへのアクセス、循環型経済投資のための資金へのアクセス、潜在的技術障壁の特定と共同イニシアティブの推進のためのベストプラクティスの交換に取り組む。
世界レベルでは、EUは、多国間フォーラム、G7およびG20、そして、循環型経済と資源効率のためのグローバル・アライアンスにおいて、循環型経済の課題を引き続き追求していく。欧州委員会は、国連環境総会が最近加盟国に対して行った「資源効率の達成に貢献するという観点から、民間部門と協力して、ライフサイクル評価を考慮した製品設計を強化し、製品の寿命延長、修理、再使用、循環型経済におけるリサイクルを容易にするための措置をとること」[footnoteRef:42] に関する要請を満たすための国や関係者の幅広い議論を促進するために、世界規模の持続的消費・生産フォーラムの設立を提唱していく。EUは、持続可能な生産と消費を促進する国連および他の関連する世界的・多国間のイニシアティブを引き続き支援する。また、国際資源パネルが実施した作業の結果を支援し、普及させることに貢献する。EUは、世界貿易機関（WTO）において、貿易相手国と協力し、国内法および国際法に沿って、グローバルなバリューチェーンにおける循環型社会の構築方法に関するベストプラクティスを共有し、議論することによって、協力する。 [42: 持続可能な消費と生産を達成するための貢献としての循環型経済の強化 に関するUNEA 5決議、2022年3月5日採択、UNEP/EA5/L17/REV.1] 

最後に、企業の持続可能性デューディリジェンスに関する欧州委員会の最近の提案（[footnoteRef:43] ）は、世界レベルでの持続可能なビジネスモデルの推進に貢献する。この提案は、企業がグローバルなバリューチェーンにおける環境への悪影響に対処し、説明することを義務付けることにより、産業分野を問わず、企業の持続可能性への移行を促進するものである。また、提案されたルールに基づき、大企業は、その事業戦略がパリ協定に沿って地球温暖化を1.5℃に抑えることに適合することを保証するための計画を持つ必要がある。 [43:  COM(2022) 71 final ] 

結論 
持続可能な製品に関するイニシアチブは、2030年までにEUの消費者が入手できる製品の大部分が、耐久性があり、エネルギーや資源の効率に優れ、修理が可能で、リサイクル可能で、リサイクル素材を優先した設計になっていることを確実にすることを目標としている。世界中の企業が、社会や環境にコストを転嫁する企業に負けることなく、競争できるようになる。また、消費者はより持続可能な選択をするために必要な情報にアクセスし、グリーン移行に有害な行為からよりよく保護され、製品の機能をできるだけ長く維持することができるようになり、企業は自社の製品やビジネスモデルの環境持続性と循環性を確保するために必要なデータにアクセスすることができるようになるのである。これらのアクションは、「ヨーロッパの未来に関する会議」の枠組みにおいて、欧州市民が明確に推奨しているもので、計画的陳腐化との戦い、製品の再利用や修理方法に関する情報の提供など、循環型経済政策の強化を求めている。
本日の施策パッケージの影響は徐々に現れてくるだろう。いくつかの施策のルールは発効と同時に適用されるが、その他の施策は法的枠組みや制度変更の種類によって時間がかかるだろう。持続可能な製品のためのエコデザイン規則」は、製品規制への多面的なアプローチを可能にする。これは真のゲームチェンジャーであり、その勢いは時とともに増していくだろう。セクター横断的な包括的枠組みを設定し、作業計画の採択などの重要なステップを踏むことで、全般的な方向性と目標が事前に明確になる。これにより、詳細な製品規則が定められる前に、企業は必要な組織的・体系的な準備を行う時間を得ることができる。 
このパッケージの提案は、欧州グリーンディールの中心的なものである。これらは、EUの環境と気候に関する目標、特に2050年までに気候中立を達成すること、2030年までに物質使用の循環率を2倍にすること、EUの野心的なエネルギー効率目標を達成することに大きく貢献するものである。また、「2030年デジタルの10年」、「新産業戦略」、「欧州社会権の柱」、「新ヨーロッパバウハウス」の目標にも貢献し、恩恵を受けることになる。
このパッケージの提案は、その野心度が維持され、迅速かつ効果的に実施されるならば、国連の2030年持続可能な開発目標の達成にEUを大きく近づける可能性を持っている。
したがって、欧州委員会は、欧州議会、理事会、その他すべての利害関係者に対し、これらの提案のアプローチと野心を支持し、その迅速な採択と実施に向けて努力するよう求めるものである。
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